
JR球磨川橋梁
(T12)

S22-航空写真 S35-航空写真

草競馬が行われていた。

現在の堤防位置現在の堤防位置

※平成以降は、平面的に大きな変化はない

八の字堰
（現在の遙拝堰）

３．航空写真による河道変遷について＿球磨川

18



新遙拝堰(S44.3)

S46-航空写真 S57-航空写真

豊原地区の築堤、低水路拡幅途中
新前川堰(S42.6)

球磨川堰(S42.6)

※平成以降は、平面的に大きな変化はない

新萩原橋(S49.6)

３．航空写真による河道変遷について＿球磨川
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球磨川大橋(H6.3)

H7-航空写真 H15-航空写真

※平成以降は、平面的に大きな変化はない

旧前川堰の一部撤去

３．航空写真による河道変遷について＿球磨川
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H21-航空写真 H23-航空写真
※平成以降は、平面的に大きな変化はない

３．航空写真による河道変遷について＿球磨川
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球磨川堰（S42.6）

遙拝堰(S44.3)

新金剛橋(S48.3)

金剛橋歩道橋 植柳橋(S47.3)

夕葉橋(S53.3) 新萩原橋(S49.6)

JR球磨川鉄道橋(T12)

球磨川大橋(H6.3)

朔望平均満潮位=TP.1.89m

朔望平均干潮位=TP-2.18m
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(m
)

昭和41年度→昭和57年度

昭和57年度→平成7年度

平成7年度→平成14年度

平成14年度→平成24年度

低下

堆積

４．河道縦断形の経年変化について（球磨川）

堆積傾向

S41年度からS57年度にかけて河床高が2～3m下がった後は、大きな変動はない。

洗掘傾向にあったが、H14年度以降
に河床高が上がっている。

球磨川平均河床高縦断図および平均河床高変動量

H14年度まで洗掘傾向にあったが、
H24年度には河床高が上がっている。
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球磨川堰（S42.6）

遙拝堰(S44.3)

新金剛橋(S48.3)

金剛橋歩道橋 植柳橋(S47.3)

夕葉橋(S53.3) 新萩原橋(S49.6)

JR球磨川鉄道橋(T12)

球磨川大橋(H6.3)

朔望平均満潮位=TP.1.89m

朔望平均干潮位=TP-2.18m
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４．河道縦断形の経年変化について（球磨川）

経年的に河床高が下がっている。

H9～H10年の護床工の工事により深掘が発生。
その後補修工事により、現河床まで戻った。

左岸

右岸

S41年度からS57年度にかけて澪筋の位置が大きく変わっている、

球磨川最深河床高縦断図および澪筋位置の変化
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八代大橋(S54.3)

新前川橋
(S39.12)

前川橋(S6.4)

白鷺橋(S39.1)

朔望平均満潮位
=TP.1.89m

朔望平均干潮位
=TP-2.18m
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低下

堆積

白鷺橋

前川橋(S6.4)

新前川橋
(S39.12)八代大橋

(S54.3)

朔望平均干潮位
=TP-2.18m

朔望平均満潮位
=TP.1.89m
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４．河道縦断形の経年変化について（前川）

左岸

右岸

経年的に大きな変化は見られない。
経年的に大きな変化は見られない。

澪筋の位置が大きく変化している。

前川平均河床高縦断図および平均河床高変動量 前川最深河床高縦断図および澪筋位置の変化
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南川橋(S57.3)

八の字橋(S55.3)

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8
距  離(km)

標
  
高
(T
P
.m
)

昭和56年度

平成7年度

平成10年度

平成24年度

朔望平均干潮位=TP-2.18m

朔望平均満潮位=TP.1.89m

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8
距  離(km)

最
深
河
床
位
置
(m
)/
川
幅
（
H
2
4
有
効
域
） 昭和56年度

平成7年度

平成10年度

平成24年度
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南川橋(S57.3)
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４．河道縦断形の経年変化について（南川）

左岸

右岸

経年的に大きな変化は見られない。 経年的に大きな変化は見られない。

南川平均河床高縦断図および平均河床高変動量 南川最深河床高縦断図および澪筋位置の変化
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５．河道横断形の経年変化について
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５．河道横断形の経年変化について
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1k200 1k400
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５．河道横断形の経年変化について
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2k000 2k200
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５．河道横断形の経年変化について

2k400 2k600

2k800 3k000
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５．河道横断形の経年変化について

3k200 3k400

3k600 3k800
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